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イ呆Z正について

.保証は愛用者力ードの:返送とひきかえにお送り

いたします.お受け取りになったイ呆証はよくお読

みいただき,大切に保存してください.

.本機の保言正期間はお買上げの日から 1年問です.保

証期問中に発生した自然故障は一切弊社の任で修

理させていただきます.修理をお申しつけになる時

は必ず保証を添えてください.保証期問外,また

は保証のない場合は実でお引受けします.

.H喰hcomⅡの補修用性能部品の低保有期問は製造

打切後8年です.(この期問は通商産業省の1旨によ

るものであり補修用性能部品どはその製品の機能を

維持するために必要な部品です.)

だき

こ使用の前にこの取扱説明をよくお読みにな

り正しくこ使用ください.,

万一使用中にわからない事や不具合が生じた時

のためにお読みになった後は必ず保存してくだ

さい

ノイズ

このたぴ'は, H喰h・comn

Hi宮h comΠは,西ドイツのテレフンケンネ土との

共同開発から生まれたノイズ・りダクション・システムで,

放送局やスタジオ用として定評のある

Telcom C4 をべースに,民生用としたものです

音質の劣化を招くことなく ,

全帯域で約20dBノイズをイ氏減し,

オープン,カセット,いずれのデッキでもこ使用になれます.

こイ吏用になる前に,この取扱説明害をよくお読みいただき ,

正しい取扱方法をこ理解のうえ,

末永くこ愛用くださいますようぉ願い申し上げます.

製品の取扱又は修チ里などについてのお問い合せは,

め人どうでも下記に:連絡ください.

東京都小平市鈴木町 1 -153

ナカミチ株式会社電話(0423)42-11U代表
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'使用の前に

本機は,交流(AC)10OVで動作します.

また電源周波数は50HZ,60HZいずれの

地域でもこ使用になれます.

2.電源コードの取扱い方

コンセントから電源を抜く場合は,必

ずプラグを持って抜いてください.コー

ドを引張ると断線の原因になります.

水でぬれた手で本機に触れたり,プラ

グの抜き差しはしないでください.感

電する恐れがあります.

電源コードを無理に折曲げたり、ねじ

つたりしないでください.断線の原因

になります.

6 内部に異物が入った時

本機内部に異物(ヘアピンや釘など)

が入ると故障や感電の原因になります

のて、,こj主,ください.

3.フKにぬらさない

本機に水がかかったときは,すぐに電

源コードをコンセントから抜いて,お

買い求めの販売店にこ相談ください,

ぬれたまま二使用になりますと,感電

や火災の原因になります.

7 長時問不使用の場合

長時間,本機をこ使用にならないとき

は,電源コードをコンセントから抜い

ておいてください.

4.置き場所について

直射日光の当る所や,暖房器の近くな

ど,温度が高くなる所や,通風の悪い

所にはかないでください.

また,ホコリの多い所,;辰動の多い所

での二使用や長時問の放は故F の原

因となります.

ステレオ「音のエチケット」

5.内部について

キャビ才、、ソトを開けて本機内部を点検・

調整するのは危険です.お客様が改造

されたり,調整された場合の性能劣化

につぃては保証いたしません.

楽しい音楽も時と場所によっては気

になるものです.

隣り近所へのおもいやりを十分にい

たしましょう

ステレオの音は聴く人の心がけ次

第て・,大きくも,小さくもなります.

特に静かな夜問には小さな音でも通

りやすいものです.夜問の音楽鑑

には気を配りましょう.

窓を締めたり,ヘッドホンをこ使用

になるのもーつの方法です.

お互いに心を配り,快い生活境を

守りましょう.
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このマークは音のエチケットのシンポルマークです
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ピークレベルメーター

-40~+10dBのピークレペルを指示し

ます.

@モードスイノチ

録音(エンコード),パス,再生(デコ

ド),ディスク(H喰h comΠエンコーデ

ツド・レコード再生用)の各ポジション

を切換えるスイッチて、す.

@フィルター/トーンスイッチ

超低域の有害信号をカットする"sub・

SoniC フィルター" F Mサプキャリア,

による高域の有害信号を取除きシステ

ムの誤動作を防ぐ"MPXフィルター",

レペルキャリブレーション用の40OHZ

テストトーンを切換えるスイッチです.
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アウトプットボリューム

再生またはモニターの音を調整する

ボリュームです.

@@レコードレベルボリューム(L,R)

録音レペルの調整及びHigh・comΠ工

ンコーデッド・レコードを再生する際

のキャリブレーションに用います.

マスターボリューム

@,@と同じ機能を持ち, L, R両チ

ヤン才りレを同時に調整することができ

ます.

電源スイッチ

電源のon/0什を行ないます. onのとき

はピークレベルメーターカ姐鴛明されま

す.
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のグランド(アース)端子

四ライン入力端子(Llne ln)

Φキャリプレーションボリューム(Rec ouD

録音エンコーダーの出力(デッキの入

力但のを調整します.

田録音出力端子

デッキのライン入力に接続します.

佃再生入力端子

デッキのライン出力に接続します.

キャリブレーションホリューム(play ln)

再生デコーダーの入力(デッキの出力

側)を調整します.

伯ライン出力端子(Llne out)

伯電源コード
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接続のし力た

H喰h・comΠはアンプのテープ入・出力,

デッキのライン入・出力との問に接続し,

録音(エンコード),再生(デコード),ディ

スク(H喰h comΠエンコーデツド・レ

コード再生)をモードスイッチにより切

換えて使用します.

接続は付属のビンコードを使用し,図の

ように確実に行なってください.
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H喰h・com Ⅱを正しく動イ乍させるために

は,接続をしたデッキと H喰h・comΠの

レベルを合わせる必要があります.また,

デッキの種類によって入・出カレベル,

及び基準レベルに違いがありますので,

こ使用になる前に下記の方法に従ってキ

ヤリブレーションを行なってください.

ネ機の基準レベルはodB,40OHZ,20onwb/m

です.

なお, H喰h-comΠエンコーデツド・レ

コードを再生する際のキャリプレーショ

ンのとり方は,8 ページを:参照ください.
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1. High-com Πの"Filter/Tone"スィツ

チを"cal.40OHZ"にし,"Mode"スイ

ツチを"Rec"にします.このときHi宮h

ComΠのピークレベルメーターはodB

を示します.
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3. H喰h-com11の"Mode"スィツチを"pass"

にします.

4.デッキの出カボリュームを大にして,

2で録音したテストトーンを再生しま

す.

5.このとき High-comΠのピークレペル

メーターがodBになるようにH喰h com 11

のりアパネルにあるキャリプレーショ

ンボリューム(play ln)をし, Rチャンネ

ル男1」に調整します.

ムでレペル調整を行なってください.

3.テープによっては,デッキにテスト

トーン0dBを金景音し,再生するとデ

ツキのレベルメーターがodBより著

しくずれてしまうものがあります.

このようなテープは、 H喰h・comn

力信呉動作する危険がありますので,

こ使用にならないでください.

j主1、 H喰h-com Πはし, R,2 チャンネルて、,

録音(エンコード),再生(デコー

ド)はモードスイッチで切換える

ようになっています.このため 3へ

ツドデッキを使用した場合にも同時

モニターはできませ人.同時モニター

.'、
を行なう場合はH喰h comΠを 2

使用して, 1台を録音側に,もう 1

台を再生側に使用してください.

2.キャリブレーションが終了しました

らデッキの入力及び出カボリューム

は一切動かさずに, Hi宮h-comΠの

フロントハ才、ルにあるレコードレベ

ルボリューム(L,R),マスターボリ

RK

Disk

^de

2、デッキの録音レベルボリュームを大

にして,レベルメーターがodB (OVU)

になるようにH喰h・comΠのりアノぐ才、ル

にあるキャリブレーションボリューム

(Rec out)をし, Rチャンネル男1」に調整し

ます.

この状態で,ご使用になるプランクテ

ープに40OHZテストトーンを録音しま

す.
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録音のしかた

1.H喰h・comΠを用いて録音をする場合,

まず接続したデッキに内蔵されている

ノイズ・りダクション・システムはす

ぺて"0仟(out)"にしてください.

"on (in)"になっていますと,お互い

に悪影を受け,誤動作の原因ともな

り, Hi号h・comΠの,1生育E を充分に発揮

することができなくなってしまいます.

2. H喰h・com Πの"Mode"スィッチを"Rec"

にします.

3.録音レベルを調整するときは,デッキ

側のボリュームは動かさず, H喰h-comn

のレコードレベルボリューム及びマス

ターボリュームで行なってください

レベル監視はH喰h・comΠのビークレ

ベルメーターで行なってください

RK

Di3k
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P83S
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注1.一般のディスクレコードを,本機を

使用してテープにダビングする場合

は"Mode"スイッチを"Disk"にし

ないようこ、注意ください.

"Disk"ボジションは, H喰h・com n

エンコーデッド・レコード専用です.

Hi宮h comΠエンコーデツド・レコー

ドの金杲音については8 ページを二参

照ください

2.録音のときのデッキのレベルメータ

ーはエンコード(圧縮)された信号を

指示しています.

&^伽ic MPX

Cel.

4ιn・1Z

FⅡter/Tone

3. F M放送を録音するときは'下ilter

Tone"スイッチを"MPX"にしてく

4.ディスクレコードから録音をする際,

ターンテーブルのランブルやトーン

アームの共1辰,レコード盤のそりな

どの原因によって発生する超低域信

号(約10HZ)は,テープデッキ,パ

ワーアンプ,スピーカー等に変調歪

を発生させ, H喰h・comⅡにとって

も有害です.

このようなときは,"Filter/Tone"ス

イッチを"subsonic"にしてくださ

L、

5.本機を接続したまま,ノイズ・りダ

クション・システムを使用しない場

あるいは接続されているデッキ^
^,

に内蔵のノイズ・りダクション・システ

ムを用いて録音をするときは"Mode"

スイッチを"pass"にしてください.

-20

叩

6."Mode"スイッチが"Rec"のポジ

ションにあるとき,ライン出力端子

(Line out)にはフィルター回路を

通過したイ言号が出ますので,モニター

される音は,ソース信号に"Filter

Tone"スイッチで選択されたフィル
,,

ターの効果がプラスされた信号にな

つています.

フ."Mode"スイッチを"pass"のボジ

ションにしたときは,録音出力端子

(Rec out)にフィルター回路を通

過したイ言号が出ますので,ディスク

レコードやF M放送をH喰h・comΠで

エンコードせずに録音するときも,

"MPX"あるいは"subsonic"のフ

イルターをイ吏用することができます.

SU加onic MPX

Cal.

4{XX・1Z

Fi吐er/Tone

10

Frequency(kHZ)

Filter゛MPX゜

出力

20

-10

-20

録音時のレベル設定について

H璃h comΠは右図に示すように odBを

中心にして,レベルがマイナスの場合も,

プラスの場合も入力の信号を約%に圧縮

してデッキに送り,逆にデッキからの出

力信号は2倍に伸張し,元の信号に戻し

てアンプに出力します。このためodBか

らマイナスイ則の信号はトータルでノイズ

を低減され,プラス側の信号はデッキの

-40

20dB

10

10dB

5020

Frequency(HZ)

FⅡter゛subsonic゜

村

10dB

5dB

飽和レベルの2倍の入力までダイナミッ

クレンジを拡大することができます.

これをレペルメーターで表わしますと下

図のようになり,例えば,デッキの飽禾口

レベルが十5dBとした場合はH喰h comn

のピークレペノレメーターでは+10dBまで

振れても支F が無いことになります.

High・com Πを"pass"にしたとき,まナニ

は H喰h・comΠを使用しないときのデッ

キとテープの飽和レベルを確認しておけ

Highcomn ^,、Deck

入力

'0
^

5dB lodB

'0

●■■^"・

叩

10dB

、、、

'0

'0

叩

20dB

、、 1111

ば, H喰h comⅡエンコード金示音をする

場合でもデッキのレペルメーターで確認

をすることができます.

一般にノイズ・りダクション・システム

を用いて録音をするときは,ノイズが低

減するのでレベルを下げて録音した方が

良いといわれていますが, H喰h comΠを

使用する場合には,逆に,高目にレベル

き斐定をすることをおすすめします.
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1. Hi宮h-com Πの"Mode"スィッチを"play"

にして,デッキを再生状態にします.

このとき,デッキに内蔵のノイズ・リ

(out)"にしてください.

P8SS
Rec P恰γ

Disk

M)de

●同時録音・再生を行なう場合は, H喰h・

ComΠを 2台使用して 1 台をエンコー

ドもう 1 台をデコードに使用します.

2.再生レベルの調整はデッキのボリュー

ムをイ吏わずに, H喰h・comⅡのアウト

フ'ツトボリュームで行なってください.

,

注1.ノイズ・りダクション・システムを

使用しないで,あるいは他のノイズ・

リダクション・システムをイ吏用して

録音されたテープを再生するときは,

"Mode"スイッチを"pass"にしてく

ださい

2.H喰h comΠエンコーデツド・レコー

ドの再生法は8ページを参照してく

ださい

3.H喰h comⅡは,録音・再生の過禾呈

で生じるテープヒスノイズを低減す

る装ですので,マスターテープの

ヒスノイズや,レコードのスクラッ

チノイズなど,入力信号(ソース)
J

そのものに含まれているノイズを減

らすことはできませ人.

11ミ西、[ミヨ1 0 0 00 000

H喰h comn
Rec(エンコード)

^f〒^'1.
- rr-「「000()0

3へッド録音再生デッキ

H喰h-comΠエコーフ'ツ̂
再生及び

1ヌ1ヨ[ミヨ1 0 00 0 0 00

H喰h・comn
Play(デコード)

P恰y

1. H喰h-com11の"Mode"スィッチを"Disk",

"Filter/Tone"スィッチを"subs0ηic"に

します.

出力

R^

Disk

ト永)de

P郎3
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2.エンコーデッド・レコードに録音され

てぃる40OHzodBの基準信号を再生し,

H喰h comΠのレコードレベルボリユ

ーム,及びマスターボリュームを操作

して,ピークレベルメーターの指示が

OdBになるように調整します.

4.エンコーデッド・レコードをテープに

ダビングする場合は,まず4ページの

"キャリプレーションのとりかた"に

従って High-comⅡとデツキのレベル

を合わせ,"Mode"スィッチは" Disk"

のまま,"Filter Tone"スィッチは"sub・

Sonic"のままて、ダビングを行なってく

ださい.これにより一度エンコードさ

れているイ言号がそのままテープに録音

されます.このとき H喰h comΠのレ

コードレペルボリューム及びマスター

ボリュームは2の調整で決めた位に,

デッキの金暴音レベルボリューム,出力

ボリュームは大のままにしておいて

ください

5.このテープを再生するときは,"Mode"

スィッチを"play"にしてください
^
調整は H喰h comΠのアウね:お,

トプットボリューム,及び接続してあ

るアンフ'のボリュームで行ない,デッ

キの出カボリュームは動かさないでく

ナごさい
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3.以上でキャリプレーションは終了しま

したので,各スイッチのポジシヨンは

そのままでエンコーデッド・レコード

を再生してください.
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